
令和 4年度経済学部学生チャレンジプロジェクト事業成果報告書 

仏生山まるごと動物園 ～こどもたちと作る地域芸術祭～ 

 

代表  小松 真子（経済学科 2年生） 

 

(1) 目的と概要 

 このプロジェクトの目的は主に 2つある。1つ目は、仏生山のこどもたちが芸術を通じて

地域内での活動・発信を行うことにより、世代を超えて地域への関心が高まり、交流が深ま

ることである。これには、仏生山が抱える世代間交流の少なさや将来の担い手不足といった

課題を解決したいという思いがある。2つ目は、仏生山地区全体を 1つの動物園として捉え、

動物のオブジェを作り、その話題性から多くの人に仏生山を訪れてもらうことである。 

 これらの目的のもと、大学生とこどもたちで制作した動物のオブジェを仏生山の各所に

展示するとともに、より多くの人にこのプロジェクトを知ってもらい、仏生山に訪れてもら

うために、「まるごと動物園マップ」を作成し、こどもたちと配布した。 

 

(2) 実施期間 

 令和 4年 8月 1日から令和 5年 3月 12日まで 

 

(3) 成果の内容 

1) このプロジェクトの具体的な成果 

 このプロジェクトは、仏生山地区の小学生を対象とした「仏生山こどもらぼ」の一環とし

て行った。月に一度のこどもらぼと、週に一度の学生ミーティングの時間を使って動物オブ

ジェを制作した。土台作りから始め、粘土で肉付けをし、絵具で色を付けた後にニスで艶を

出した。こどもたちがそれぞれ作りたい動物を作ることとしたため、今回は、ウサギ、フク

ロウ、ペンギン、ネコの 4種類を制作した。これらの制作した動物オブジェは、仏生山にあ

るお店や小学校など、計 9か所に設置していただくことができた。また、動物オブジェと一

緒に設置する POP をこどもたちと制作したり、動物オブジェの設置場所を示したマップを

仏生山駅前で配布したり、多くの人にこのプロジェクトを知ってもらえるよう試行錯誤し

た。その様子は、読売新聞、NHK 高松放送局、KSB 瀬戸内海放送に取材をしていただいた。 

 

2) このプロジェクトが大学や地域社会の活性化、学業の振興等に対してもたらした影響 

0あるいは効果 

 このプロジェクトを行うことで、学生自身が地域に対しての理解を深めることができた 

うえ、こどもたちとの交流も積極的に行うことができた。また、この活動を通じて香川大学 

の「地域に根ざした学生中心の活動」をより地域に認知してもらえる機会となった。 

 地域社会の活性化に与えた影響としては、地域のこどもたちや地域の大人のみなさん、大
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学生がそれぞれ交流する機会を創出することができた。その結果、地域のなかで新しい出会

いが生まれ、コミュニケーションの場となった。また、動物オブジェを見ようと設置場所ま

で足を運んでくださる方がいることで、お店への経済効果を見込むこともできる。さらに、

こどもたちが地域への愛着を深めることにつながったという効果もあったと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4) プロジェクトから学んだこと 

実際にこのプロジェクトを実施し、「地域住民との交流」の大切さに改めて気が付いた。 

私たちが月に一度参加している仏生山地区コミュニティ協議会「元気の素部会」では、動物

オブジェ制作をどのように進めるべきかや、作り方を助言していただき、動物オブジェ設置

の際には、仏生山地区コミュニティ協議会が発行する「もんぜん町の瓦版」で設置場所の募

集をしていただいた。 

 私たち自身が行った動物オブジェ設置の許可取りでは、これまでの活動のなかで交流の

ある方とは順調に話を進めることができたが、あまり交流のなかった方とは、私たちの活動

を知ってもらうことや、このプロジェクトの意図などを理解してもらうことがとても難し

かった。したがって、普段の活動から、より多くの地域住民と関わることで、私たちがどの

ような目的で活動を行っているのかを知ってもらうことができ、それが私たちの活動をよ

り仏生山地区に根付いたもの、そして地域住民との積極的な交流の場をつくることにつな

がると実感した。 

 また、プロジェクトを実施するにあたって、準備不足の面が非常に大きかった。動物制作
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では、2 つの制作方法の手順をすべての学生が共有できておらず、こどもたちと作る際に、

説明できていないことがあった。動物園マップの作成では、期限に間に合わせることができ

ず、事務をはじめ多くの方々に迷惑をかけてしまった。今後は大学生間での情報共有や役割

分担を徹底し、余裕を持った計画を立てることで、準備不足とならないようにしたい。 

 

(5) 実施メンバー 

代表 小松 真子  (経済学部 2年) 

   北川 菜々子 (経済学部 4年) 

   井上 雅美  (経済学部 4年) 

   日野 風花  (経済学部 4年) 

   藤澤 希恵  (経済学部 4年) 

   鴨井 悠里  (創造工学部 4年) 

   西口 菜々子 (創造工学部 4年) 

   福井 百花  (創造工学部 4年) 

   犬田 朋花  (経済学部 3年) 

   難波 穂乃花 (経済学部 3年) 

   奥野 唯織  (創造工学部 3年) 

   門脇 優夢  (経済学部 2年) 

   小林 龍生  (経済学部 2年) 

   伊勢田 乃愛 (創造工学部 2年) 

   三井 美乃  (創造工学部 1年) 

   鈴木 希良々 (教育学部 1年) 
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